
様式１

会計 款 項 目
評価書
番号

事　　業　　名

一般 3 1 5 1 スポーツ関係団体支援事業

一般 3 1 5 2 スポーツ推進委員支援事業

一般 3 1 5 3 地域スポーツ支援事業

一般 3 1 5 4 インクルーシブスポーツ推進事業

一般 3 1 5 5 スポーツ国際交流事業

一般 3 1 5 6 ジュニア競技力向上事業

一般 3 1 5 7 スポーツ推進審議会費

一般 3 1 5 8 学校施設への夜間照明設置事業

一般 3 1 5 9 市民参加型スポーツイベント等開催事業

一般 3 1 5 10 横浜マラソン開催事業

一般 3 1 5 11 観戦型スポーツイベント等開催事業

一般 3 1 5 12 トップスポーツチーム連携事業

一般 3 1 5 13 横浜市スポーツボランティアセンター運営事業

一般 3 1 5 14 屋外プール再整備事業

一般 3 1 5 15 横浜文化体育館再整備事業

一般 3 1 5 16 スポーツ施設管理運営事業

一般 3 1 5 17 市民利用施設予約システム事業

一般 4 1 1 1 総務費

一般 4 1 1 2 調査分析事業

[にぎわいスポーツ文化局]

令和５年度事業評価書　目次



様式１

会計 款 項 目
評価書
番号

事　　業　　名

[にぎわいスポーツ文化局]

令和５年度事業評価書　目次

一般 4 1 1 3 開港記念式典開催費

一般 4 1 2 1 創造界隈形成事業

一般 4 1 2 2 アーツコミッション事業

一般 4 1 2 3 創造的イルミネーション事業

一般 4 1 2 4 映像文化都市づくり推進事業

一般 4 1 2 5 創造都市市民連携事業

一般 4 1 2 6 創造都市推進事業費

一般 4 1 2 7 芸術文化教育プログラム推進事業

一般 4 1 2 8 地域文化サポート事業

一般 4 1 2 9 クラシック・ヨコハマ推進事業

一般 4 1 2 10 ミュージック・マスター・コース・ジャパン推進事業

一般 4 1 2 11 芸術文化支援事業

一般 4 1 2 12 フランス映画祭支援事業

一般 4 1 2 13 文化施設運営事業

一般 4 1 2 14 横浜美術館大規模改修事業

一般 4 1 2 15 横浜みなとみらいホール大規模改修事業

一般 4 1 2 16 文化施設整備事業

一般 4 1 2 17 横浜文化賞事業

一般 4 1 2 18 美術資料収集事業



様式１

会計 款 項 目
評価書
番号

事　　業　　名

[にぎわいスポーツ文化局]

令和５年度事業評価書　目次

一般 4 1 2 19 地域創造助成事業費

一般 4 1 2 20 指定管理者制度運営費

一般 4 1 2 21 文化振興企画調査費

一般 4 1 3 1 横浜トリエンナーレ事業

一般 4 1 3 2 横浜芸術アクション事業

一般 4 1 3 3 日中韓都市間交流事業

一般 4 1 3 4 文化プログラム推進事業

一般 4 1 4 1 国内外からの誘客事業

一般 4 1 4 2 観光・ＭＩＣＥ情報発信事業

一般 4 1 4 3 受入環境整備事業

一般 4 1 4 4 観光資源魅力アップ事業

一般 4 1 4 5 三溪園施設整備等支援事業

一般 4 1 4 6 観光施設維持管理事業

一般 4 1 4 7 ヨコハマ・グッズ「横濱００１」育成支援事業

一般 4 1 4 8 観光振興事業

一般 4 1 4 9 市内観光復興支援事業

一般 4 1 4 10 ＭＩＣＥ誘致・開催支援事業

一般 4 1 4 11 20街区ＭＩＣＥ施設整備運営事業

一般 4 1 4 12 減債基金積立金



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 454,676 446,948 ▲ 7,728

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

685,568 668,583

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

454,236 446,668 ▲ 7,568

・該当なし
・目標を下
回った

920,000 1,840,000 2,300,000 2,300,000 2,300,000

人 実績 1,650,835

単位 想定 2,020,000 2,150,000

803,138

事業参
加者数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 スポーツ関係団体支援事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 1 評価書番号 1

事業概要

横浜市スポーツ協会等との連携・協働により市民スポーツの普及・振興を図るため、事業費等を補助し、地域レベル
での活動を支援します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

長年のノウハウや多数のスポーツ関連加盟団体をもつスポーツ協会の事業費の一部を補助しま
す。

事業見直しによる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

スポーツ協会補助事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

人

事業参
加者数

▲ 160

単位 1,400

女性スポーツ団体補助事業

横浜市の各種女性スポーツ団体が加盟する婦人スポーツ団体連絡協議会の事業費の一部を補助
します。

細事業事業量

1,400

年度 元年度 ２年度

280 構成団体の減

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1,400

３年度 ４年度

実績 888 104 384

②

471

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を下
回った

・該当なし
・負担は適
切である

想定 1,400 1,400 1,400 1,400

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 440

・委託不可



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

　生涯スポーツの普及・振興を図るため、市民の健康増進、体力向上等、地域のスポーツ振興のために活躍している
スポーツ推進委員を支援します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

スポーツ推進委員の活動に関する知識・技術を習得するための研修会等の開催・参加及び横浜
市スポーツ推進委員連絡協議会の運営を支援します。

イベント開催による補助金の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

スポーツ推進委員活動支援事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 スポーツ推進委員支援事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 1 評価書番号 2

事業概要

10 10 10 10 10

回 実績 10

単位 想定 10 10

10

定例会
開催

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

861 2,048 1,187

・該当なし
・目標を概
ね達成

8 7

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 3,766 5,946 2,180

にぎわい
スポーツ文化局



人 2,512

・委託不可

2,582

250 250 250 250

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 360

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

想定

元年度 ２年度

2,568 2,637

７年度５年度

改選期による増

６年度

270

スポーツ推進委員改選事業

３年度 ４年度

単位 想定 2,600 2,600 2,600 2,600 2,600

693 640

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

2,600 2,600

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

250

３年度 ４年度

実績 178 301 178

②

676 大会開催による増

表彰者
数

316

単位 250

スポーツ推進委員大会開催事業

スポーツ推進委員の永年勤続者（勤続10年、15年、20年及び25年）を表彰します。

細事業事業量

250

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
第33期スポーツ推進委員の任期満了に伴い、第34期スポーツ推進委員の改選準備（区への推薦
依頼、委嘱状等の配付物の作成・区への配布）を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 53

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

スポー
ツ推進
委員人
数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



細事業事業量

想定

④

事
業
計
画

細事業名称 公務災害に対する補償事業

細事業概要 活動中に事故に遭った委員に対し、災害補償費を支給します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

2,492 2,529 37 実績による増

・委託不可 ・該当なし

人

年度 元年度 ２年度

分析
結果

1 1

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

1

1 1 1

1

決算

７年度

単位 1

客観的指標に
基づく分析

・法律・政
令

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・求めるべ
きではない

・測ること
はなじまな
い

補償人
数

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 1 1

指標

1



様式３

課 款 項 目
にぎわい

スポーツ文化局

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

誰もが身近な場所で気軽にスポーツができる環境をつくるため、総合型地域スポーツクラブ、さわやかスポーツ普及
委員会等の地域で活動しているスポーツ団体を支援します。また、次世代を担う子どもの体力向上を目的として、子
どもたちが気軽にスポーツに親しむ機会を提供します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

区内のスポーツ振興のため、総合型地域スポーツクラブ、さわやかスポーツ普及委員会、区ス
ポーツ協会等の地域で活動しているスポーツ団体を支援します。

コロナによる事業一部中止（３年度）

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

地域スポーツ団体支援事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 地域スポーツ支援事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 1 評価書番号 3

事業概要

801,400 801,400 801,400 801,400 801,400

人 実績 858,351

単位 想定 800,800 801,100

398,484

地域ス
ポーツ
イベン
ト参加
者数

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

6,688 7,327 639

・該当なし
・目標を下
回った

290,041 323,851

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 8,695 8,637 ▲ 58



人 8,639

・委託不可

7,580

300 300 300 300

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,850

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担は適
切である

年度

実績

元年度

想定

２年度

76,829 11,605

７年度５年度

コロナによる事業一部中止（３年度）

６年度

237

子どもの体力向上事業

３年度 ４年度

単位 想定 75,800 76,200 76,600 76,600 76,600

410 254

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を下
回った

76,600 76,600

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

300

３年度 ４年度

実績 196 29 215

②

900 事業見直しによる減

人材養
成講座
受講者

数

▲ 950

単位 300

地域スポーツ人材養成・活用事業

スポーツやレクリエーション、健康づくりに関する基礎的な知識やスキルを有する人材を育成
するスポーツ・レクリエーション人材養成講座を開講するほか、スポーツ人材活用システムを
運用します。

細事業事業量

300

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・減る

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
小学校の中休みや放課後等の時間に、スポーツ指導者や地域の協力者を派遣し、子どもたちが
気軽にスポーツに親しむ機会を提供する「いきいきキッズ事業」を実施します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 156

・規則・方
針

・該当なし
・目標を下
回った

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

いきい
きキッ
ズ参加
者数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

共生社会の実現を目指し、関係団体や学校等が連携しながら、年齢や障害の有無などにかかわらず親しめるインク
ルーシブスポーツを推進します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

ボッチャ等の簡単で誰でも楽しめる種目の体験会・交流会の18区での実施、インクルーシブス
ポーツフェスタの開催など、年齢や障害の有無などにかかわらず、誰もが共にスポーツに親し
む機会を創出します。

事業見直しによる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

地域・イベント等におけるインクルーシブスポーツ推進事業

５年度 ６年度 ７年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 インクルーシブスポーツ推進事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 2 評価書番号 4

事業概要

- 10,000 10,000 10,000 10,000

人 実績 13,882

単位 想定 - -

2,027

インク
ルーシ
ブス

ポーツ
事業参
加者数

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

3,000 1,698 ▲ 1,302

・該当なし
・目標を下
回った

1,146 1,450

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 3,000 8,592 5,592

にぎわい
スポーツ文化局



団体 -

・委託の拡
大不可

3

想定 76 54 80 35

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・求めるべ
きではない

年度

実績

元年度 ２年度

- -

７年度５年度

新規事業による増

６年度

36

パラスポーツ競技力向上事業

３年度 ４年度

単位 想定 - - - 4 4

1,337 1,337

分析
結果

・増える ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

4 4

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

35

３年度 ４年度

実績 76 54 76

②

5,557 事業統合による増

実施件
数

5,557

単位 35

パラリンピックを契機としたスポーツ振興事業

パラリンピアン等と連携した事業やインクルーシブスポーツ等体験事業を実施します。

細事業事業量

35

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
パラスポーツ競技力向上に向け、横浜市スポーツ協会、横浜市リハビリテーション事業団及び
各競技団体で協働してモデル事業などを実施します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

件

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

補助金
交付団
体数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

仁川広域市及び台北市の各都市との相互派遣や英国代表チームとの交流及びオンライン講演会の実施等によるスポー
ツを通じた交流事業を行います。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

仁川広域市から横浜市に小学生の男子サッカー選手団を受け入れ、交流を行います。

コロナで受入中止になったことによる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

仁川広域市国際交流事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 スポーツ国際交流事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 3 評価書番号 5

事業概要

28 28 13 28 13

人 実績 16

単位 想定 13 28

0

本市の
交流参
加者数
（選手
のみ）

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

7 0 ▲ 7

・該当なし
・実施しな
かった

0 0

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 7 58 51

にぎわい
スポーツ文化局



回 2

・委託の拡
大不可

2

10 24 24 24

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

想定

元年度 ２年度

2 2

７年度５年度

事業統合による増

６年度

0

スポーツを通じた英国との継続的交流

３年度 ４年度

単位 想定 2 2 2 2 1

58 58

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・実施しな
かった

1 1

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

10

３年度 ４年度

実績 12 0 0

②

0 コロナにより受入中止

本市の
交流参
加者数
（選手
のみ）

0

単位 24

台北市国際交流事業

台北市から横浜市に高校生の女子バスケットボール選手団を受け入れ、交流を行います。

細事業事業量

10

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

東京2020大会に向けた事前キャンプを横浜市で実施した英国パラリンピック委員会等とのつな
がりを活かし、英国代表チームの来日を捉えた（世界トライアスロン横浜大会における英国パ
ラトライアスロンチームと市内小学校との交流等）交流を実施するほか、パラ競技普及等の先
進的事例を紹介する英国政府機関等によるオンライン講演会を実施します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

交流会
の実施
回数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,195 2,880 685

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

8 13

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,838 2,400 562

・該当なし
・目標を概
ね達成

15 15 15 15 15

団体 実績 15

単位 想定 15 15

15

助成件
数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 ジュニア競技力向上事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 1 評価書番号 6

事業概要

　ジュニア競技力の向上を図るため、ジュニア選手の発掘・育成・強化及び指導者の養成を支援します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

（公財)横浜市スポーツ協会加盟の各種目団体が選考したジュニア選手（小学校高学年から高校
生を対象）が、市内各会場で合同強化練習を実施します。

コロナによる事業一部中止（３年度）

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

合同強化練習事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

団体

助成件
数

123

単位 13

指導者技術向上事業

指導対象に応じて、安全で適切な指導ができる指導者を養成します。

細事業事業量

13

年度 元年度 ２年度

480 コロナによる事業一部中止（３年度）

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

13

３年度 ４年度

実績 10 6 8

②

13

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・該当なし
・負担は適
切である

想定 13 13 13 13

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 357

・委託不可



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

 スポーツの推進に関する重要な事項について、本市の諮問に応じ調査審議して答申し、又は意見を具申するスポー
ツ推進審議会を開催します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

第７回　令和４年５月17日
　　　　審議内容：第３期横浜市スポーツ推進計画（計画案）について
　　　　　　　　　横浜市におけるスポーツ振興について（答申案）
26期第１回　令和５年３月30日
　　　審議内容：会長・副会長の選出
　　　　　　　　横浜市におけるスポーツ振興について（諮問）
　 　　　　　　 第26期横浜市スポーツ推進審議会審議スケジュール（案）

第３期横浜市スポーツ推進計画策定業務の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

スポーツ推進審議会

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 スポーツ推進審議会費

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 1 評価書番号 7

事業概要

3 2 2 2 2

回 実績 1

単位 想定 1 3

2

スポー
ツ推進
審議会

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

4,576 2,585 ▲ 1,991

・該当なし
・目標を概
ね達成

3 3

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 6,156 4,323 ▲ 1,833

にぎわい
スポーツ文化局



・委託の拡
大不可

- 1 1 1

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,580

・該当なし
・求めるべ
きではない

想定

1

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1

３年度 ４年度

実績 - 1 1

②

1,738 追加調査による増

横浜市民
スポーツ
意識調査

158

単位 1

横浜市民スポーツ意識調査

横浜市民に対してスポーツに関するアンケートを実施し、スポーツ実施率等の調査を行う。

細事業事業量

1

年度 元年度 ２年度

回

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

  スポーツをする場を拡充し、地域で気軽にスポーツに親しむ機会を創出するため、市内小中学校の校庭に夜間照明
を設置します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

１校で夜間照明設置工事を行います。

設計校の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

学校施設への夜間照明設置事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 学校施設への夜間照明設置事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 1 評価書番号 8

事業概要

1 1 1 1 1

校 実績 0

単位 想定 0 0

1

設置校
数

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

38,422 32,885 ▲ 5,537

・該当なし
・目標を概
ね達成

0 1

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 38,422 32,885 ▲ 5,537

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

市民に身近なところで気軽にスポーツに親しむ機会を作るため、大会やイベントを開催します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

市民の身近なところで気軽にスポーツに親しむ機会を作るため、広く市民がスポーツ競技に参
加できる大会やイベントを開催します。

事業統合による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

市民参加型スポーツイベント開催事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 市民参加型スポーツイベント等開催事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 1 評価書番号 9

事業概要

127,000 124,000 124,000 124,000 124,000

人 実績 97,838

単位 想定 125,000 126,000

59,339

事業参
加者数

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

8,346 10,789 2,443

・該当なし
・目標を下
回った

19,615 28,945

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 10,466 18,325 7,859

にぎわい
スポーツ文化局



人 3,265

・委託不可

3,510

150 150 150 150

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 2,119

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

想定

元年度 ２年度

- 0

７年度５年度

事業統合による増

６年度

193

ラグビー普及事業

３年度 ４年度

単位 想定 - 1,740 1,540 1,510 1,510

4,640 4,640

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

1,510 1,510

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

150

３年度 ４年度

実績 162 72 136

②

2,603 被表彰者の増

表彰者
数

484

単位 150

スポーツ表敬・表彰事業

主に特定のスポーツ大会において優秀な成績を収めた者やスポーツ振興に尽力した者のなか
で、市にゆかりのある者を対象に、表敬・表彰を行います。

細事業事業量

150

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
「未就学児向けラグビー体験事業」、「タグラグビー指導者講習会」、「小学校訪問事業」、
「親子ラグビー教室」、「女子ラグビー等の普及」などの取組

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・なし ・該当なし
・目標を上
回った

・委託不可 ・該当なし
・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

ラグ
ビー普
及事業
参加者

数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



細事業事業量

想定

④

事
業
計
画

細事業名称 ＪＯＣパートナー都市協定事業

細事業概要 市内中学生を対象に、ＪＯＣによる「オリンピック教室」を実施します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

0 292 292 事業統合による増

・委託の拡
大不可

・該当なし

件

年度 元年度 ２年度

分析
結果

1 1

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

1

2 2 1

1

決算

７年度

単位 1

客観的指標に
基づく分析

・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・求めるべ
きではない

・維持

実施件
数

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 0 1

指標

2



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 100,000 101,120 1,120

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

23,691
5,436

（オンライン
マラソンのみ）

増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

100,000 101,120 1,120

・該当なし
・目標を概
ね達成

28,100 28,100 28,100 28,100 28,100

人 実績 49,865

単位 想定 28,000 28,100

28,363

申込者
数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 横浜マラソン開催事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 1 評価書番号 10

事業概要

市民の健康増進やスポーツ振興に寄与するだけでなく、多くの人が横浜に集まることによるシティセールス効果や経
済波及効果も期待できる、「する・みる・ささえる」すべての人が楽しめる大会を継続して実施するため、横浜マラ
ソン組織委員会に対して負担金を支出します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

市民の健康増進やスポーツ振興に寄与するだけでなく、多くの人が横浜に集まることによるシ
ティセールス効果や経済波及効果も期待できる、「する・みる・ささえる」すべての人が楽し
める大会を継続して実施するため、横浜マラソン組織委員会に対して負担金を支出します。

ふるさと納税枠実績1,120,000円
（参加料金20,000円×ふるさと納税
枠56人）

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

横浜マラソン開催事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目
にぎわい

スポーツ文化局

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

トップアスリートの競技を観戦できる大規模スポーツイベントの市内開催を支援します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

大規模スポーツイベントである「ワールドトライアスロン横浜大会」の開催を支援します。

「ふるさと納税」返礼品による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

ワールドトライアスロンシリーズ横浜大会

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 観戦型スポーツイベント等開催事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 3 評価書番号 11

事業概要

無観客開催 400,000 400,000 400,000 400,000

人 実績 465,000

単位 想定 400,000 開催中止

301,000

観戦者
数

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

50,000 51,595 1,595

・該当なし
・目標を下
回った

開催中止 無観客開催

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 54,818 62,495 7,677



件 2

・委託不可

8

10,000 10,000 10,000 10,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 2,000

・該当なし
・負担は適
切である

年度

実績

元年度

想定

２年度

13 0

７年度５年度

R3新型コロナウイルス感染症の影響
で予定していたイベントが中止等に
なったため。

６年度

5,398

大規模スポーツイベント誘致・開催支援

３年度 ４年度

単位 想定 9 9 9 10 10

7,000 5,000

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を下
回った

10 10

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

10,000

３年度 ４年度

実績 16,000 開催中止 開催中止

②

3,000
R3大会中止に伴い、準備期間の執行
分のみ負担

観戦者
数

1,000

単位 10,000

全日本少年軟式野球大会

横浜市主催の中学軟式野球の全国大会

細事業事業量

10,000

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 大規模スポーツイベント誘致・開催支援

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 2,000

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・委託不可 ・該当なし
・負担は適
切である客観的指標に

基づく分析

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

大会

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



⑤

事
業
計
画

細事業名称 東京2020大会を契機とした大規模大会の検討・誘致

東京2020オリンピックでのソフトボール競技の横浜開催及び日本代表の金メダル獲得という最
も効果的にソフトボール競技の振興が図れる絶好の機会を活かし、大規模大会の誘致や市内の
子どもたちを対象とした競技体験会等を開催し、競技振興及び横浜のPRに寄与します。

- - 3 2想定

細事業事業量

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 0 0 0

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

実施件
数

単位

増減説明

2 2

決算

年度 ３年度 ４年度

- -実績

-

④

事
業
計
画

細事業名称 スポーツツーリズム推進

細事業概要
観光客を対象に、日本の伝統文化である空手・剣道などの武道の体験ツーリズムプログラムを
提供し、国内外に広く横浜の魅力を発信するとともに、地域経済の活性化につなげます。
(R4はスポーツツーリズムマーケティング調査を実施しました)

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

818 900 82 事業手法変更による増

・全部委託
が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

回

年度 元年度 ２年度

分析
結果

2 2

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

啓発活動

啓発活動 2 2

0

決算

７年度

単位 2

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・負担割合
の工夫が可
能

・増える

プログ
ラム

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 コロナ禍で中止 1

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

-

指標

1

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

回

指標

分析
結果

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・該当なし
・目標を下
回った

・委託不可 ・該当なし
・負担は適
切である

・維持 ・なし

啓発活動



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 3,281 4,020 739

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

台風で中止 436

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・増える ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

2,725 2,882 157

・該当なし
・目標を上
回った

250 350 350 350 350

人 実績 実施なし

単位 想定 実施なし 250

545

スポー
ツ教室
等への
参加人

数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 トップスポーツチーム連携事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 3 評価書番号 12

事業概要

　横浜を本拠地とする13のトップスポーツチームとの連携・協働体制である「横浜スポーツパートナーズ」を通じ
て、スポーツ振興や地域活性化につながる様々な取組を推進します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

小学校での広報紙の配布や市外転入者向けの試合観戦招待等による広報活動、スポーツ教室等
によるチームと直接触れ合えるイベントの実施に取り組みます。

イベント実施及び小学校向け情報誌
作成による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

市民のスポーツ振興事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

件

各区と
チーム
の連携
事業数

580

単位 10

各区とチームの連携事業費

各区とチームが連携して行う事業への予算配付

細事業事業量

10

年度 元年度 ２年度

1,137 予定どおりイベントが実施できたことによる増

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

10

３年度 ４年度

実績 13 9 8

②

15

分析
結果

・増える ・なし ・該当なし
・目標を上
回った

・該当なし
・求めるべ
きではない

想定 10 10 10 10

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 557

・委託の拡
大不可



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

　スポーツイベントを「ささえる」ボランティアを支援するため、「横浜市スポーツボランティアセンター」を平成
29年５月１日に立ち上げました。
　ボランティアの登録・育成・活用を継続するため、運営主体である公益財団法人横浜市スポーツ協会へ補助金を支
出します。
 また、東京2020大会をきっかけにボランティアに興味をもった方を横浜市スポーツボランティアセンターにつなげ
るため、講演会を実施するほか、既存の会員を対象にパラスポーツでのボランティア活動の紹介やボランティアの基
礎知識などを習得する研修を実施します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

ボランティアの登録・育成・活用を継続するため、運営主体である公益財団法人横浜市スポー
ツ協会へ補助金を支出します。

システム改修見合わせによる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

横浜市スポーツボランティアセンター運営事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 横浜市スポーツボランティアセンター運営事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 3 評価書番号 13

事業概要

12 12 12 12 12

件 実績 23

単位 想定 12 12

17

ボラン
ティア
募集件

数

４年度 増減説明

決算

・委託不可
・事務改善
が可能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

4,960 3,832 ▲ 1,128

・該当なし
・目標を上
回った

12 18

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 4,960 4,751 ▲ 209

にぎわい
スポーツ文化局



・委託不可

- - - 3

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・該当なし
・求めるべ
きではない

想定

2

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標を下
回った

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

3

３年度 ４年度

実績 - - -

②

919 事業開始による増

講演
会・研
修会等
の実施

919

単位 3

ボランティア文化の醸成

東京2020大会を契機にボランティアに興味をもった方を横浜市スポーツボランティアセンター
につなげるため、ボランティア経験者等による市民向け講演会を実施するほか、既存の登録会
員約13,400人を対象に研修を実施し、スキルの向上を図ります。また、新たな活動機会の充実
を図るため、横浜スポーツパートナーズ等との連携に向けた検討を開始します。

細事業事業量

3

年度 元年度 ２年度

回

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 56,811 18,526 ▲ 38,285

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

再公募
解体工事

設計

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

56,811 18,526 ▲ 38,285

・該当なし
・目標を概
ね達成

設計 建設工事
建設工事
供用開始

運営 運営

実績
公募

解体工事

単位 想定
公募

解体工事
再公募

解体工事

建設工事

事業
スケ

ジュー
ル

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 屋外プール再整備事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 4 評価書番号 14

事業概要

屋外プールの再整備を実施します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

ＰＦＩ事業により再整備を進めるため、アドバイザリー業務委託、給水管工事及び不動産鑑定
を実施します。

事業進捗による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

本牧市民プール再整備事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目
にぎわい

スポーツ文化局

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

横浜文化体育館について、老朽化が進んでいることや武道振興のための場の確保、関内駅周辺地区のまちづくりの取
り組みとして再整備を実施します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

旧横浜文化体育館敷地を活用し、メインアリーナ施設を整備します。

PFI事業進捗による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

メインアリーナ再整備事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 横浜文化体育館再整備事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 4 評価書番号 15

事業概要

設計・工事 工事 工事 供用開始 運営

実績 準備

単位 想定 準備 設計

工事

内容

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

5,117 1,921 ▲ 3,196

・該当なし
・目標を概
ね達成

設計 設計・工事

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 893,136 893,667 531



・委託の拡
大不可

工事 供用開始 運営 運営

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 888,019

・該当なし
・負担は適
切である

想定

運営

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

運営

３年度 ４年度

実績 工事 供用開始 運営

②

891,747 PFI事業費の支払額の増

内容

3,728

単位 運営

サブアリーナ再整備事業

旧横浜総合高校敷地を活用し、サブアリーナ施設を整備します。

細事業事業量

運営

年度 元年度 ２年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

課 款 項 目
にぎわい

スポーツ文化局

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

　体育館やプール等のスポーツ振興課所管施設の管理運営を行うとともに、各区所管のスポーツセンターの修繕等を
実施します。また、特定天井脱落対策事業対象施設の設計・工事を行うとともに、特定天井脱落対策工事に合わせス
ポーツセンター体育室に空調を設置するための設計・工事を行います。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

横浜国際プール、横浜市平沼記念体育館及び屋内プール5施設（港南・保土ケ谷・旭・金沢・都
筑プール）について、指定管理料を支出します。また、たきがしら会館の第１期指定管理者選
定を実施するため指定管理者選定評価委員会を開催します。

指定管理料（修繕費）の戻入等による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

指定管理施設等管理運営事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 スポーツ施設管理運営事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 33 施策番号 2 評価書番号 16

事業概要

500,000 700,000 1,380,000 1,380,000 1,380,000

人 実績 1,293,761

単位 想定 1,380,000 1,380,000

1,098,439

指定管
理施設
の利用
者数

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持 ・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

881,356 873,974 ▲ 7,382

・該当なし
・目標を上
回った

383,668 888,714

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,556,023 2,035,299 479,276



館 9

・委託の拡
大不可

12

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 73,538

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

元年度

想定

２年度

7 9

７年度５年度

LED追加工事、対象施設の変更に伴う増

６年度

特定天井脱落対策・空調設備設置事業

３年度 ４年度

単位 想定 7 9 9 12 15

1,054,102 473,231

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・条例 ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

17 20

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

３年度 ４年度

実績

②

103,509 工事計画に伴う休館施設数の変更による増29,971

単位

保守・点検・修繕事業

スポーツ振興課所管施設及び各区所管のスポーツセンターについて、建築局が打ち出している
横浜市の公共建築物の供用目標70年を果たすため、施設管理者及び各区と連携・協力しなが
ら、施設の保全・管理に努め、計画的な修繕等を実施します。

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
特定天井脱落対策事業対象施設の設計・工事を行うとともに、特定天井脱落対策工事に合わせ
スポーツセンター体育室に空調設備を設置するための設計・工事を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 580,871

・法律・政
令

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

天井・
空調事
業完了
施設数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



細事業事業量

想定

④

事
業
計
画

細事業名称 事務費

細事業概要 施設管理運営に必要な事務費について計上します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

20,260 3,716 ▲ 16,544 実績に伴う減

・委託不可 ・該当なし

年度 元年度 ２年度

分析
結果

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

決算

７年度

単位

客観的指標に
基づく分析

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・求めるべ
きではない

・測ること
はなじまな
い

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績

指標



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 41,101 66,856 25,755

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

60,617 61,637

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

36,775 44,944 8,169

・該当なし
・目標を概
ね達成

62,000 63,000 64,000 65,000 66,000

件 実績 59,770

単位 想定 60,000 61,000

62,462

システ
ム利用
者登録
ID数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 市民利用施設予約システム事業

所管区局・課 スポーツ振興 会計 3 1 5

政策・施策 政策番号 8 施策番号 1 評価書番号 17

事業概要

・施設利用の利便性向上のため、施設の予約抽選申込み等をインターネット及び電話にて受け付けています。また、
施設予約に関する情報をインターネット及び電話等で提供しています。
・本システムは、３局３課による共同運営を行っています。（市民局スポーツ振興課・文化観光局文化振興課・環境
創造局公園緑地管理課）
〔対象施設〕
・スポーツ施設　　スポーツセンター、横浜国際プール、横浜スタジアム、屋外運動場等
・文化施設　　　　関内ホール、区民文化センター等

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

当システムの維持管理及びサービスセンターの運営等を委託します。

工事に伴う端末移設委託等による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

市民利用施設予約システム事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

業務進
捗

17,585

単位 運用

次期市民利用施設予約システム構築事業

現行の施設予約システムが、令和５年末にサポートが終了されることに伴い、次期システムの
再構築を行います。

細事業事業量

テスト運用

年度 元年度 ２年度

21,912 新システム再構築開始による委託費の増

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

運用

３年度 ４年度

実績 検討 基礎調査 仕様確定

②

設計・構築

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担は適
切である

想定 検討 基礎調査 仕様確定 設計・構築

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 4,327

・委託の拡
大不可



様式３

課 款 項 目一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

－ －

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,154,018 1,187,665 33,647

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

－ － － － －

実績 －

単位 想定 － －

－

－

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 総務費

所管局・課 総務 会計 4 1 1

政策・施策 政策番号 99 施策番号 99 評価書番号 1

事業概要

文化観光局の事業執行を円滑に推進するため、市会等各種団体・機関との連絡調整及び事務管理並びに人材育成に
かかる各種研修等を実施する

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

職員人件費

新陳代謝による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

職員人件費

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

－

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 文化観光局の事務執行に係る事務経費

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 699

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

－

621

単位 －

嘱託員人件費

嘱託員人件費

細事業事業量

－

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

9,625 報酬の実績に伴う増

－ －

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

－

３年度 ４年度

実績 － － －

②

２年度

－ －

７年度５年度

複合機印刷の利用等の増による増

６年度

－

一般事務費

３年度 ４年度

単位 想定 － － － － －

2,928 2,229

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

元年度

想定 － － － －

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 9,004

・委託不可

－－



15

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 8 14

15 19 15

14

決算

７年度

単位 15

客観的指標に
基づく分析

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・求めるべ
きではない

・測ること
はなじまな
い

研
修
件
数

15 15

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

18

④

事
業
計
画

細事業名称 人材育成費

細事業概要 各種研修等の人材育成

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

0 0 0

・委託不可 ・該当なし

件

年度 元年度 ２年度

分析
結果

細事業事業量

想定



様式３

課 款 項 目一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

4 4

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

4,352 7,594 3,242

・該当なし
・目標を概
ね達成

－ 4 4 4 4

本 実績 6

単位 想定 － －

4

調査
本数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 調査分析事業

所管局・課 総務 会計 4 1 1

政策・施策 政策番号 30 施策番号 99 評価書番号 2

事業概要

文化芸術創造都市・観光ＭＩＣＥ施策のPDCAサイクルを回すために必要な情報収集や調査分析を行います。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

市内の文化芸術創造都市・観光ＭＩＣＥ施策に関係する施設等に関する認知率・来訪率等の調
査や、横浜市に対するイメージ・意識に関する調査等を実施します。また、民間の調査データ
や統計資料等の収集分析を行います。

収集データの拡大による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

データの収集・環境分析

５年度 ６年度 ７年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

部

アニュア
ルレポー
ト配布部

数

45

単位 1,000

アニュアルレポートの作成

文化観光局が前年度に取り組んだ実績等を記録した報告書（アニュアルレポート）を作成しま
す。

細事業事業量

1,000

年度 元年度 ２年度

318 紙代の高騰による印刷費の増

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1,000

３年度 ４年度

実績 781 912 974

②

905

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を概
ね達成

・契約方法
の工夫が可
能

・求めるべ
きではない

想定 1,300 1,100 1,000 1,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 273

・委託の拡
大不可



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

開港記念日（６月２日）に市民と市政関係者がともに、横浜港の歴史と先人の業績に敬意を表し開港を祝う式典を
開催する。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

開港記念日（６月２日）に市民と市政関係者がともに、横浜港の歴史と先人の業績に敬意を表
し開港を祝う式典を開催する。

感染防止策の徹底に伴う増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 開港記念式典開催事業

所管局・課 総務 会計 4 1 1

政策・施策 政策番号 30 施策番号 99 評価書番号 3

事業概要

87 87 87 87 87

％ 実績 87

単位 想定 － －

88

式典
満足度

開港記念式典開催事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持 ・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

5,437 5,704 267

・他都市よ
り上乗せ・
横出しあり

・目標を上
回った

中止 87

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 661,616 267,636 ▲ 393,980

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

6 5

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

271,127 264,879 ▲ 6,248

・該当なし
・目標を概
ね達成

5 6 6 6 6

件 実績 6

単位 想定 6 6

5

補助金
等交付

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 創造界隈形成事業

所管区局・課 創造都市推進 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 3 評価書番号 1

事業概要

関内・関外地区をはじめとする都心臨海部の歴史的建造物や公共空間（道路・公園・水辺）等を活用し、アーティス
ト・クリエーターが創造性を発揮することにより、まちの賑わいづくりを進めます。創造界隈拠点では、これらの活
動を先駆的に進めます。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

歴史的建造物や公共空間等、都心臨海部の地域資源を有効活用した創造界隈拠点として、旧第
一銀行横浜支店、旧老松会館、初黄・日ノ出町地区、象の鼻テラス、THE BAYS、BankART1929
の運営・管理を行います。

旧第一銀行横浜支店の補助金の未執行

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

創造界隈拠点運営

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

千円

計画修
繕費

▲ 26,046

単位 23,190

旧第一銀行 計画修繕

空調設備工事（制御機器更新等）、シャッター整備、防災設備工事、電気設備工事（特高受電
設備機器交換、照明制御盤機器交換等）を実施します。

細事業事業量

28,334

年度 元年度 ２年度

2,757
半導体不足により、計画修繕の一部
を延伸したため

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

24,152

３年度 ４年度

実績 14,822 24,749 26,500

②

2,757

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・法律・政
令

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・該当なし
・求めるべ
きではない

想定 16,935 28,212 31,060 28,831

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 28,803

・委託不可



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

アーティスト・クリエーター、ＮＰＯ、市民、企業、学校などの多様な創造の担い手が活動しやすい環境づくりを進
め、文化芸術の持つ創造性を産業振興やまちづくりに生かすことで「文化芸術創造都市・横浜」としてのプレゼンス
を高め、都心臨海部の活性化につなげていきます。

細事業の分析

①

・負担割合
の工夫が可
能

アーティスト、クリエーター、NPO、市民、企業、学校などの多様な創造の担い手を支援するた
めの中間支援機能として、「アーツコミッション・ヨコハマ」を開設します。また、公民連携
により遊休不動産の創造的活用（芸術不動産）を推進し、アーティスト・クリエーターの集積
やまちの創造性向上に寄与します。

事業見直しによる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

アーツコミッション事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 アーツコミッション事業

所管区局・課 創造都市推進 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 3 評価書番号 2

事業概要

120 120 120 120 120

件 実績 162

単位 想定 120 120

120

ワンス
トップ相
談窓口受

付数

４年度 増減説明

決算

・委託不可
・事務改善
が可能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

45,238 38,600 ▲ 6,638

・該当なし
・目標を概
ね達成

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

135 117

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

・財源確保
が可能

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 70,239 80,182 9,943

にぎわい
スポーツ文化局



・委託不可

20,000 20,000 20,000 30,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 25,000

・該当なし
・負担は適
切である

想定

10,952

分析
結果

・増える ・なし ・該当なし
・目標を下
回った

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

30,000

３年度 ４年度

実績 31,302 17,345 10,048

②

39,582 国費認証額増のため

来場者
数

14,582

単位 30,000

横浜国際舞台芸術ミーティング（YPAM）推進事業

国内唯一かつアジアで最も影響力のある舞台芸術プラットフォームとして国際的に認知されて
いる「横浜国際舞台芸術ミーティング」（YPAM）を開催します。

細事業事業量

30,000

年度 元年度 ２年度

人

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

コロナ禍のダメージから街の賑わいを取り戻し、ナイトタイムエコノミー活性化の契機となる観光コンテンツとし
て、都心臨海部全体を先端技術により光と音楽で演出し、横浜ならではの港の夜景を官民一体で創出するイベントを
実施します。また、横浜が誇るウォーターフロントの新たな魅力づくりとして、安全安心に楽しめるナイトウォーク
ルート「光の道計画」の整備に取り組みます。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

都心臨海部全体を先端技術により光と音楽で演出し、横浜ならではの港の夜景を官民一体で創
出するイベントを実施します。また、横浜が誇るウォーターフロントの新たな魅力づくりとし
て、安全安心に楽しめるナイトウォークルート「光の道計画」の整備に向け、民間開発施設の
光環境のﾃﾞｻﾞｲﾝ調整等を行います。

光の演出参加施設の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

創造的イルミネーション事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 創造的イルミネーション事業

所管区局・課 創造都市推進 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 3 評価書番号 3

事業概要

870,000 1,350,000 2,300,000 2,300,000 2,300,000

人 実績 550,000

単位 想定 1,000,000 450,000

2,280,000

来場者
数

４年度 増減説明

決算

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

279,193 369,143 89,950

・該当なし
・目標を上
回った

850,000 1,310,000

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 279,193 369,143 89,950

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

本市が誘致した東京藝術大学大学院映像研究科が校舎として使用する映像文化施設（旧富士銀行横浜支店／万国橋会
議センター／元町・中華街）の維持管理・修繕及び施設等を活用した地域貢献事業を実施し、映像文化の地域の浸透
を図るとともに、創造的な活動を担う人材育成を行います。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

本市が誘致した東京藝術大学大学院映像研究科が校舎として使用する映像文化施設（旧富士銀
行横浜支店／万国橋会議センター／元町・中華街）の維持管理・修繕を行います。また、施設
等を活用した地域貢献事業を実施します。

地域貢献事業費の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

映像文化都市づくり推進事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 映像文化都市づくり推進事業

所管区局・課 創造都市推進 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 3 評価書番号 4

事業概要

19 20 20 20 20

事業 実績 19

単位 想定 22 21

15

地域貢
献事業
実施事
業数

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

25,128 18,936 ▲ 6,192

・該当なし
・目標を概
ね達成

21 21

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 25,128 18,936 ▲ 6,192

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,643 2,000 ▲ 643

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

60 9

４年度 増減説明

決算

・補助事業
が規定の終
期を迎えて
いる

・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

2,643 2,000 ▲ 643

・該当なし
・目標を概
ね達成

350 350 350 350 350

ステージ 実績
0

※台風のた
め中止

単位 想定 350 60

232

ステー
ジ数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 創造都市市民連携事業

所管区局・課 創造都市推進 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 3 評価書番号 5

事業概要

日本最大規模のジャスフェスティバル「横濱JAZZ PROMENADE」の開催を支援し、まちの賑わいや来街者の回遊性を創
造します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

日本最大規模のジャスフェスティバル「横濱JAZZ PROMENADE」の開催を支援します。

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

横濱JAZZ PROMENADE

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 771 260 ▲ 511

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

ー ー

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

771 260 ▲ 511

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

ー ー ー ー ー

実績 ー

単位 想定 ー ー

ー

ー

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 創造都市推進事業

所管区局・課 創造都市推進 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 3 評価書番号 6

事業概要

創造都市推進課の円滑な事務運営を図るとともに、創造都市ネットワーク日本（CCNJ）の幹事団体の一つとして、幹
事会、セミナー、ワークショップ、部会等を運営します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

創造都市推進課の円滑な事務運営を図るとともに、創造都市ネットワーク日本（CCNJ）の幹事
団体の一つとして、幹事会、セミナー、ワークショップ、部会等を運営します。

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

創造都市推進事業費

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

アーティストが学校を訪問し、子どもたちに音楽、美術、演劇、ダンス、伝統芸能等を体験する機会を提供します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

・アーティストが学校を訪問し、子どもたちに音楽、美術、演劇、ダンス、伝統芸能等を体験する機会を
提供
・本事業を推進する総合調整機関として、認定NPO法人STスポット横浜、横浜市芸術文化振興財団、横浜
市教育委員会、横浜市文化観光局の４者を事務局とする「芸術文化教育プラットフォーム」を運営

自主財源（国費）の増額に伴う市費
負担の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

芸術文化教育プログラム推進事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 芸術文化教育プログラム推進事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 1 評価書番号 7

事業概要

126 126 129 134 139

校 実績 142

単位 想定 126 126

140

実施校数
※実績は
文化庁補
助金によ
る実施分
を含む
※子ども
オペラ教
室分を除
く

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

35,820 34,455 ▲ 1,365

・該当なし
・目標を上
回った

125 137

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 37,320 36,819 ▲ 501

にぎわい
スポーツ文化局



件 0

・委託不可

3

3 3 3 3

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,500

・契約方法
の工夫が可
能

・負担は適
切である

年度

実績

想定

元年度 ２年度

3 0

７年度５年度

事業再開による増

６年度

3

国内トップレベルの舞台の観劇機会の提供

３年度 ４年度

単位 想定 3 3 0 3 2

864 864

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

3 3

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

3

３年度 ４年度

実績 3 1 2

②

1,500

実施校数
（子ども
オペラ教
室）

0

単位 3

市内文化団体による文化事業と連動したプログラムの提供

・芸術文化教育プログラムの一環として、小学校で「子どもオペラ教室」を実施
・地域の音楽文化の発展と若い演奏家の育成を目指し「神奈川オペラフェスティバル」を開催

細事業事業量

3

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 夏休み期間に劇団四季のミュージカル公演に市内在住・在学の学生を招待する鑑賞会を実施

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし
・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

校

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

鑑賞会
数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

地域課題の解決にアプローチするため、文化芸術の持つ創造性をコミュニティやまちの活性化と結びつける文化芸術
活動や、横浜の個性ある文化芸術を市内外へ発信する活動を公募し、支援します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

・横浜市内で実施される文化芸術活動を広く公募し、助成金の交付等を通じて支援。
・採択団体や文化施設担当者等を対象に研修「アートサイトラウンジ」を開催（年４回程
度）。相談受付。
・季刊ヨコハマアートサイトの発行（年４回程度）、活動記録集の発行、ＷＥＢ作成。

採択団体数増加による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

地域文化サポート事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 地域文化サポート事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 99 評価書番号 8

事業概要

25 30 30 30 30

件 実績 29

単位 想定 32 25

33

採択事
業数

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

30,000 33,000 3,000

・該当なし
・目標を上
回った

28 29

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 30,000 33,000 3,000

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 7,995 8,850 855

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

27 29

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

7,995 8,850 855

・該当なし
・目標を概
ね達成

30 30 35 35 35

件 実績 39

単位 想定 40 30

32

コン
サート

数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 クラシック・ヨコハマ推進事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 1 評価書番号 9

事業概要

全日本学生音楽コンクール全国大会における横浜市民賞（聴衆賞）選定の運営、過去の横浜市民賞授与者への市内サ
ロンやミュージアムでのコンサート（アットホームコレクション）の開催

細事業の分析

①

・負担は適
切である

全日本学生音楽コンクール全国大会における横浜市民賞（聴衆賞）選定の運営、過去の横浜市民賞授与者への市内サロ
ンやミュージアムでのコンサート（アットホームコレクション）の開催

会場を横浜みなとみらいホールに戻
したことによる会場費の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

クラシック・ヨコハマ推進事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目
にぎわい

スポーツ文化局

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 5,700 6,000 300

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

0 16

増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

5,700 6,000 300

・該当なし
・目標を概
ね達成

21 25 21 21 21

人 実績 21

単位 想定 21 21

25

セミ
ナー参
加者数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 ミュージック・マスターズ・コース・ジャパン推進事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 1 評価書番号 10

事業概要

６月下旬から７月中旬にかけて行われる国際教育音楽セミナー及びセミナー修了生によるアウトリーチ活動

細事業の分析

①

・負担は適
切である

2022年6月下旬から7月中旬にかけて行う国際教育音楽セミナーの実施及びセミナー修了生によるアウト
リーチ活動

コロナで短縮していたセミナー期間
延長に伴う事業費の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

ミュージック・マスターズ・コース・ジャパン推進事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 203,330 55,252 ▲ 148,078

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目 一般

・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

0 27,952 27,952

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

25

人 実績

単位 想定

20

アー
ティス
ト等支
援者数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 芸術文化支援事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 4 評価書番号 11

事業概要

市内に拠点を持つ文化芸術団体による市民の文化芸術活動の基盤を形成するための事業に対して、補助金の交付、後
援・共催名義の付与、活動の場の提供、広報の支援を行います。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

【臨時交付金】コロナ禍の影響を受けた地域の文化芸術活動を活性化するため、地域の拠点である区民文化センター等
が開催するリアルな文化芸術体験による次世代育成を支援します。

国からの臨時交付金を原資に、単年度での実施

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

地域の文化芸術活性化支援事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・補助事業
が規定の終
期を迎えて
いる

・該当なし

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度

来場者数

0

単位 15,000

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

来場者数
（学校訪
問分観客
数含む）

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
市内に拠点を置くプロ・オーケストラであり、市内において数多くのコンサートを開催するな
ど、横浜市の芸術文化活動の基盤となっている神奈川フィルハーモニー管弦楽団が行う事業に
対して補助を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 18,000

・規則・方
針

・該当なし
・目標を下
回った

・委託不可 ・該当なし
・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

細事業事業量

15,000

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

元年度 ２年度

19,020 4,341

７年度

ハマ展事業補助

美術分野における芸術文化振興基盤事業として、芸術文化団体が行う公益的事業に対して補助
金を交付します。

20,000 20,000

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

15,000

３年度 ４年度

実績 23,938 16,148 15,404

②

６年度

16,528

神奈川フィルハーモニー管弦楽団事業補助

３年度 ４年度

単位 想定 18,500 18,500 10,000 18,500 20,000

18,000 0

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

・該当なし
・負担は適
切である

年度

実績

想定 20,000 15,000 15,000 15,000

５年度

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,000 1,000

・委託の拡
大不可

11,3057,333人



30

実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

15 15 15

回

指標 市民ニーズ

分析
結果

指標

36

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし
・負担は適
切である

・増える
・規則・方
針

決算

７年度

単位 15

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

・負担は適
切である

・測ること
はなじまな
い

STス
ポット
利用団
体数

細事業事業量

実績 19 19 28

細事業概要

15 15

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

30

④

事
業
計
画

細事業名称 ＳＴスポット運営補助

細事業概要
昭和62年に開館した市の文化施設「STスポット」を管理運営する認定NPO法人STスポット横浜
に対して、施設運営事業費の一部を補助し、市民文化活動の振興拠点として事業展開を図りま
す。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

6,100 6,100 0

・委託不可 ・該当なし

数

年度 元年度 ２年度

分析
結果

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 2,000 2,200 200 隔年開催の事業（オーディション）実施の為

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

補助対
象

演奏会
数

単位

増減説明

40 40

決算

年度 ３年度 ４年度

37 45実績

40

⑤

事
業
計
画

細事業名称 市民広間演奏会事業費補助

市民広間演奏会(団体)に補助金を交付し、市役所をはじめとした公共の場で、市民が音楽に親
しむ場を提供するとともに横浜市で活躍する音楽家の技術向上を図ります。

40 40 40 40想定

客観的指標に
基づく分析

44



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

・「横浜フランス月間」と連携したフランス映画祭の開催支援
・日本未公開のフランス映画最新作上映のほか、市民交流・次世代育成事業の実施

細事業の分析

①

・負担割合
の工夫が可
能

・「横浜フランス月間」と連携したフランス映画祭の開催支援
・日本未公開のフランス映画最新作上映のほか、市民交流・次世代育成事業の実施

事務的経費抑制による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

フランス映画祭支援事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 フランス映画祭支援事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 2 評価書番号 12

事業概要

7,300 7,300

人 実績 12,028

単位 想定 7,300 7,300

10,156

総入場者
数

（オンラ
イン参加
者込）

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・財源確保
が可能

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

26,994 25,000 ▲ 1,994

・該当なし
・目標を上
回った

4,169 3,288

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 26,994 25,000 ▲ 1,994

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,962,440 3,739,478 777,038

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

15施設、
区文10施設

15施設、
区文11施設

増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える ・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

2,581,492 2,581,638 146

・該当なし
・目標を上
回った

・財源確保
が可能

15施設、
区文11施設

15施設、
区文11施設

15施設、
区文12施設

15施設、
区文13施設

15施設、
区文13施設

実績
15施設、

区文10施設

単位 想定
15施設、

区文10施設
15施設、

区文10施設

15施設、
区文11施設

施設数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 文化施設運営事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 4 評価書番号 13

事業概要

　文化振興課所管の文化施設の運営・管理を行うとともに各区所管の区民文化センターの天井脱落対策や修繕等及び
市民利用施設予約システムの開発・運営を行います。
  対象施設：文化振興課所管の15施設と各区所管の区民文化センター12施設

細事業の分析

・負担割合
の工夫が可
能

文化施設の運営管理（指定管理者制度導入施設への指定管理料支払い）のほか、赤レンガ倉庫1号館の運営補助

一部施設の改修等による運営費の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

文化施設運営費等

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

業務進捗

・財源確保
が可能

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
次期予約システムに求められる要件定義及び基本設計を行い、開発作業に着手します。
（費用は、所管する文化観光局文化振興課、市民局スポーツ振興課、環境創造局公園緑地管理
課の３局３課にて同額を計上。）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・条例 ・該当なし
・目標を上
回った

・委託の拡
大不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担割合
の工夫が可
能客観的指標に

基づく分析

業務進捗

▲ 5,434

単位

市民利用施設予約システム運営費

市民利用施設予約システム運営
（運営費は、所管する文化観光局文化振興課、市民局スポーツ振興課、環境創造局公園緑地管
理課の３局３課にて同額を計上。）

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

36,114
新システム開発関連費用を別事業へ
計上したことによる減

運用 運用

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

３年度 ４年度

実績 運用 運用 運用

②

２年度

検討 基礎調査

７年度５年度

新システム構築開始による増

６年度

運用

次期予約システム開発事業

３年度 ４年度

単位 想定 検討 基礎調査 仕様確定 設計・構築 テスト・運用

30,194 30,194

分析
結果

・増える ・条例 ・該当なし
・目標を上
回った

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担割合
の工夫が可
能

・財源確保
が可能

年度

実績

元年度

想定 運用 運用 運用 運用

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 41,548

・委託の拡
大不可

設計・構築仕様確定



市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

139,000

分析
結果

千円

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 115,233 116,000

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

8,079

指標

21,477

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

75,900 116,000 114,000

126,529

決算

７年度

単位 140,000

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・求めるべ
きではない

・測ること
はなじまな
い

修繕費

140,000 140,000

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

139,800

④

事
業
計
画

細事業名称 文化施設修繕費等

細事業概要
所管施設の突発的な設備等の故障や不具合に対する修繕を実施するとともに、老朽化に伴う部
分修繕を優先度に応じて実施します。また、市内に設置している彫刻作品の保全・管理を行い
ます。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

92,314 175,522 83,208 対象案件の増

・委託の拡
大不可

・該当なし

千円

年度 元年度 ２年度

分析
結果

細事業事業量

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 9,161 21,477 12,316 負担金（対象案件）の増

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

修繕負
担金

単位

増減説明

28,000 28,000

決算

年度 ３年度 ４年度

8,451 9,161実績

20,000

⑤

事
業
計
画

細事業名称 横浜みなとみらいホール共有部分修繕負担金

横浜みなとみらいホールが設置されている複合施設クイーンズスクエア横浜の共用部分の修繕
を実施するにあたり、区分所有者として負担すべき費用を支出します。

12,200 12,200 28,000 28,000想定



客観的指標に
基づく分析

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

・測ること
はなじまな
い

(1)実施主体 (2)実施手法

５年度 ６年度 ７年度２年度 ３年度 ４年度

実施設計
（鶴、青、

戸）

工事
（鶴、青、

戸）

工事
（鶴見）

工事
（鶴見）

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

・求めるべ
きではない

業務進
捗⑦

事
業
計
画

細事業名称 横浜能楽堂大規模改修工事

細事業概要

平成27年３月策定の「横浜市公共建築物天井脱落対策事業計画」に基づき、天井脱落対策を行
うため、実施設計を行います。開館以来初めての長期休館となるため、施設を安全に運営する
ための長寿命化対策等も併せて実施します。また、横浜市指定有形文化財である「旧染井能舞
台」への影響を最小限に抑える工事方法を検討します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

39,380 70,873 31,493 対象案件の増

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

増減説明

決算

実施設計

実施設計

７年度

想定 基礎調査その１ 基礎調査その２

⑥

事
業
計
画

細事業名称 天井脱落対策工事

細事業概要
平成27年３月に策定された横浜市公共建築物天井脱落対策事業計画に基づき、鶴見区民文化セ
ンター、青葉区民文化センター及び戸塚区民文化センターで工事を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 182,369 775,583 593,214 事業進捗に伴う増

細事業事業量 年度 元年度

指標

業務進
捗

単位 想定
実施設計
（鶴）

実施設計
（鶴）
基本設計

（青、戸）

実績
実施設計
（鶴）

実施設計
（鶴）

実施設計
（鶴、青、

戸）

工事
（鶴、青、

戸）

単位

分析
結果

・規則・方
針

・該当なし

３年度 ４年度 ５年度 ６年度

実施

・該当なし
・求めるべ
きではない

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし

工事発注・工事 工事 工事

実績

基本設計

実施 実施

・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可



客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

40,905

７年度

修繕負
担金

単位 想定 9,000 185,501 46,310

分析
結果

50,000 50,000 50,000

区民文化センター複合施設修繕負担金

細事業概要
区民文化センターが設置されている複合施設の共有部分の修繕を実施するにあたり、区分所有
者として負担すべき費用を区民文化センター所管区に配付します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

⑧

事
業
計
画

事
業
実
績

４年度

決算

５年度 ６年度

千円 実績 2,264 133,523 16,177 48,077

・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

細事業名称

16,177 48,077 31,900 対象案件の増

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度

細事業費
（千円）



様式３

課 款 項 目
にぎわい

スポーツ文化局

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

横浜の文化観光拠点である横浜美術館の改修工事を行い、施設の長寿命化を図るとともに、横浜の文化観光施策の促
進を図る。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

平成29年度の横浜美術館大規模改修事業基本計画、平成30年度の基本設計、令和元年
度からの実施設計を経て、令和２年度より休館し、令和３年度には、工事に着手して
います。令和４年度は、３年度に引き続き、工事を行うとともに、収蔵作品の保管等
を行います。

事業進ちょくに伴う増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

横浜美術館大規模改修事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 横浜美術館大規模改修事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 4 評価書番号 14

事業概要

工事/
作品移転・
保管等

工事/
作品保管等

工事/
作品保管等

 作品保管・移転等 -

ー 実績 実施

単位 想定
実施設計①
移転調査等

実施設計②
作品移転等

実施

大規模
改修事
業の実
施

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

650,487 6,182,829 5,532,342

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

実施 実施

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 650,487 6,182,829 5,532,342



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 3,913,720 3,150,851 ▲ 762,869

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

実施 実施

４年度 増減説明

決算

・委託不可
・財源確保
が可能

・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

974,026 809,080 ▲ 164,946

・該当なし
・目標を概
ね達成

工事
工事・

リニューアル
オープン

ー 実績 実施

単位 想定 実施設計 工事発注・工事

実施

大規模
改修事
業の実
施

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 横浜みなとみらいホール大規模改修事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 33 施策番号 2 評価書番号 15

事業概要

　横浜みなとみらいホールは、「横浜市公共建築物天井脱落対策事業計画」に基づき令和４年度までに天井脱落対策
工事が必要な施設です。令和３年１月から令和４年10月頃まで全館休館として工事を行っています。また、令和４年
11月のリニューアルオープンに向け、事務所の移転作業や開館準備を行います。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

「横浜市公共建築物天井脱落対策事業計画」に基づき、天井脱落対策工事を行います。

工事進捗に伴う執行額の減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

横浜みなとみらいホール大規模改修事業（天井脱落対策）

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

大規模改
修事業の
実施

▲ 597,923

単位

横浜みなとみらいホール大規模改修事業（長寿命化等その他移転費）

天井脱落対策と併せて、長寿命化等対策を進め、リニューアルオープンに必要な初度調弁費や
委託等を執行します。

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

2,341,771 工事進捗に伴う執行額の減

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

３年度 ４年度

実績 実施 実施 実施

②

実施

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・財源確保
が可能

・求めるべ
きではない

想定 実施設計 工事発注・工事 工事
工事・

リニューアル
オープン

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 2,939,694

・委託不可



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,208,602 1,505,170 ▲ 703,432

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

実施 実施

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持 ・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

2,997 5,518 2,521

・該当なし
・目標を概
ね達成

基本・実施
設計

工事・不動産
鑑定評価・取
得契約

工事・指定
管理者指定

竣工・開館

実績 実施

単位 想定
事業用地売
買契約締結

事業調整・
協議
基本設計

実施

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 文化施設整備事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 4 評価書番号 16

事業概要

市民の主体的、創造的な文化芸術活動の身近な拠点となる区民文化センターを各区の特性に応じて整備を進めます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

事業者による事業の進捗を把握するとともに、区民文化センター棟の施工着手に向けて引き続
き協議を進めます。

事業の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

都筑区民文化センター整備事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
整備に向け、基本構想検討委員会を設置及び構想案作成のための意見募集等を実施し、基本構
想を策定します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 990

・条例 ・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

245,423

単位

港北区民文化センター整備事業

令和２年度に締結した保留床売買契約に基づき、床取得費の一部支払を行います。

細事業事業量

支払い完了
開館

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

1,494,923 保留床売買契約による

実施設計 着工

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

３年度 ４年度

実績 実施 実施 実施
②

２年度

実施

７年度５年度

事業の増

６年度

実施

金沢区民文化センター整備事業

３年度 ４年度

単位 想定 ― 基礎調査 基本構想策定 基本設計

4,729 3,739

分析
結果

・維持 ・条例 ・該当なし
・目標を概
ね達成

・財源確保
が可能

・求めるべ
きではない

年度

実績

元年度

想定
内装実施設計
不動産鑑定

保留床売買
契約

取得費の一
部支払

取得費の
一部支払い

取得費の
一部支払い

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,249,500

・委託不可

実施実施



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 5,363 5,848 485

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

7 7

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

5,363 5,848 485

・該当なし
・目標を概
ね達成

7 7 7 7 7

人・団体 実績 7

単位 想定 7 7

7

受賞者
数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 横浜文化賞事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 99 評価書番号 17

事業概要

横浜市の芸術、学術、教育、社会福祉、医療、産業、スポーツ振興等の文化の発展に尽力し、その功績が顕著な方々
を顕彰します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

横浜市の最高顕彰として、文化の向上及び発展に寄与することを目的に、本市の芸術、学術、
教育、社会福祉、医療、産業、スポーツ振興等の文化の発展に尽力し、その功績が顕著な方々
を顕彰します。

レセプション実施による食料費等の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

横浜文化賞事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,667 1,735 68

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

0 0

４年度 増減説明

決算

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える ・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,667 1,735 68

・該当なし
・目標を概
ね達成

2 2 2 2 2

点 実績 1

単位 想定 2 2

0

購入作
品数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 美術資料収集事業（文化基金）

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 4 評価書番号 18

事業概要

　横浜市文化基金は、横浜美術館に収蔵する美術資料の収集及び文化施設の建設に資することを目的に、昭和56年
に設置しました。１年に１回程度、美術資料収集審査委員会を開催し、横浜市美術資料収集方針に合う資料を購入
します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

令和６年度の横浜美術館のリニューアルオープン記念作品の購入に向けて、寄附金等により基
金の積立てを行う。

文化基金寄附金の増のため

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

美術資料収集事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 0 0 0

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

0 0

４年度 増減説明

決算

・委託不可
・財源確保
が可能

・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

0 0 0

・該当なし
・実施しな
かった

1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

千円 実績 0

単位 想定 1,000 1,000

0

助成額

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 地域創造助成事業費

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 4 評価書番号 19

事業概要

地域の文化・芸術活動を助成する事業

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

地域の文化・芸術活動を助成する事業

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

地域創造助成事業費

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,990 1,719 ▲ 1,271

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

22 29

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

2,990 1,719 ▲ 1,271

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

60 30 39 47 22

回 実績 25

単位 想定 31 60

27

委員会
会議数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 指定管理者制度運営費

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 4 評価書番号 20

事業概要

文化施設各館において、指定管理者の公募・選定単位で指定管理者選定評価委員会を設置し、外部委員による次期
指定管理者の公募・選定及び評価を行うとともに、指定管理者の運営状況を把握することにより、本市における文
化芸術活動の振興に寄与します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

横浜美術館、横浜みなとみらいホール、横浜能楽堂、横浜にぎわい座、大佛次郎記念館、市民
ギャラリーあざみ野、区民文化センター2館において、外部委員による指定管理者の業務評価
を行います。また、区民文化センター2館において、次期指定管理者の公募を行います。

年度による委員会会議数の違い
による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

指定管理者制度運営費

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,912 1,045 ▲ 867

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

1 1

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

212 273 61

・該当なし
・目標を概
ね達成

2 2 2 2 2

回 実績 1

単位 想定 2 2

2

委員会
開催数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 文化振興企画調査費

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 2

政策・施策 政策番号 30 施策番号 4 評価書番号 21

事業概要

　横浜美術館収蔵作品の収集のための美術資料収集審査委員会及び価額評価委員会の運営をするほか、文化行政推
進のための一般的事務費を執行します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

横浜美術館収蔵作品の収集のための美術資料収集審査委員会及び価額評価委員会を運営し、信
頼性の高いコレクションの収集活動を行うとともに、その内容の充実を図ります。

委員会開催数の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

美術資料収集審査委員会及び価額評価委員会の運営

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

ー

ー

▲ 928

単位

一般事務費

文化行政推進のための文化振興課一般的事務費

細事業事業量

ー

年度 元年度 ２年度

772 事務的経費削減による減

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

３年度 ４年度

実績 ー ー ー

②

ー

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・該当なし
・求めるべ
きではない

想定 ー ー ー ー

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,700

・委託不可



様式３

課 款 項 目
にぎわい

スポーツ文化局

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

横浜トリエンナーレは、横浜市と国際交流基金の基本協定に基づき、2001年にナショナルプロジェクトとしてスター
トした、３年ごとに開催する現代アートの国際展である。我が国を代表する現代アートの国際展として、文化芸術創
造都市横浜の発展をリードするとともに、多様性を受け入れる心豊かな社会の形成に寄与することを使命としてい
る。
「世界とつながる」「アートでひらく」「まちにひろがる」という３つの目標を定め事業を実施している。
①世界とつながる：ナショナルプロジェクトとして、横浜から新しい価値観と新たな文化を継続的に世界に届け、国
際交流と相互理解に貢献する。
②アートでひらく：ひらかれた現代アートの祭典として、誰もが多様な表現に触れる機会を分野と時代を横断して提
供し、世代等を超えた理解を促進する。
③まちにひろがる：文化芸術創造都市として築いている、横浜ならではのまちの力と一体的に推進する。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

「横浜トリエンナーレ第８回展」実施に係る基本協定に基づく負担金の拠出及び事務費

開催に係る経費の増による組織委員
会事業費の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

組織委員会負担金及び事務費

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 横浜トリエンナーレ事業

所管区局・課 創造都市推進 会計 4 1 3

政策・施策 政策番号 30 施策番号 2 評価書番号 1

事業概要

横浜トリエ
ンナーレ第
８回展開催

準備

横浜トリエン
ナーレ第８回
展開催準備

横浜トリエ
ンナーレ第
８回展開催

横浜トリエ
ンナーレ第
９回展開催

準備

横浜トリエ
ンナーレ第
９回展開催

準備

実績 開催準備

単位 想定

ヨコハマト
リエンナー
レ2020開催

準備

ヨコハマト
リエンナー
レ2020開催

開催準備

横浜ト
リエン
ナーレ
の開催

４年度 増減説明

決算

・委託不可
・財源確保
が可能

・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

64,186 124,503 60,317

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

開催 開催準備

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 64,186 124,503 60,317



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

「文化芸術創造都市による魅力・賑わいの創出」として、芸術フェスティバル（令和４年度は音楽フェスティバルで
ある「横浜音祭り」）を開催し、横浜の魅力を国内外に発信します。
あわせて、次期ダンスフェスティバルの開催に向け、準備を進めます。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

横浜アーツフェスティバル実行委員会において、日本最大級の音楽フェスティバル「横浜音祭
り」を開催します。

感染症対策経費等にかかる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

音楽・ダンス事業（横浜アーツフェスティバル実行委員会）

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 横浜芸術アクション事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 3

政策・施策 政策番号 30 施策番号 2 評価書番号 2

事業概要

1,100,000 750,000 － 1,100,000 750,000

人 実績 728,786

単位 想定 － 20,000

641,355

来場者
数（主
催・共
催）

４年度 増減説明

決算

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

345,099 181,776 ▲ 163,323

・該当なし
・目標を下
回った

27,986 75,900

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 396,194 269,993 ▲ 126,201

にぎわい
スポーツ文化局



事業 4

・全部委託
が可能

13

28 － 26 29

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 3,895

・事務改善
が可能

・求めるべ
きではない

年度

実績

想定

元年度 ２年度

18 10

７年度５年度

横浜音祭り開催年度による増

６年度

26

音楽・ダンス事業（団体支援）

３年度 ４年度

単位 想定 18 10 4 12 10

76,000 40,000

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標を下
回った

10 12

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

29

３年度 ４年度

実績 26 － 13

②

6,982 コロナ禍の制限軽減による増

事業数

3,087

単位 26

音楽・ダンス事業（18区連携）

18区における音楽に関する事業を支援・連携し、音楽フェスティバルを全市に展開します。

細事業事業量

－

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 みなとみらいホール及び神奈川フィルハーモニー管弦楽団を支援し、音楽公演を開催します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 36,000

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託不可
・事務改善
が可能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

事業

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

事業数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



細事業事業量

想定

④

事
業
計
画

細事業名称 事務費

細事業概要 報酬、旅費、需用費、役務費等の事務費。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

11,200 5,235 ▲ 5,965 会計年度職員数の減

・委託不可 ・該当なし

年度 元年度 ２年度

分析
結果

ー ー

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

ー

ー ー ー

ー

決算

７年度

単位 ー

客観的指標に
基づく分析

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・求めるべ
きではない

・測ること
はなじまな
い

ー

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 ー ー

指標

ー



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

「東アジア文化都市 友好協力都市協定」に基づき、アーティストや芸術団等の相互派遣を通じて、中国泉州市と韓
国光州広域市との交流を行い、日中韓３か国の相互理解と連帯感形成の促進を図るとともに、横浜の魅力を発信す
ることで横浜のプレゼンス向上を図ります。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

オンライン交流や、アーティスト・芸術団等の相互派遣を通じて、中国泉州市と韓国光州広域
市との交流を行います。

事務的経費の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

泉州市・光州広域市交流事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 日中韓都市間文化交流事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 3

政策・施策 政策番号 30 施策番号 2 評価書番号 3

事業概要

3 3 3 3 3

事業 実績 3

単位 想定 3 2

4

交流事
業数

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大が可能

・事務改善
が可能

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

5,072 5,296 224

・該当なし
・目標を概
ね達成

1 4

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 7,342 6,773 ▲ 569

にぎわい
スポーツ文化局



事業 2

・委託不可

2

1 1 1 1

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 290

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

想定

元年度 ２年度

2 2

７年度５年度

事務的経費抑制による減

６年度

1

創造界隈拠点による交流事業

３年度 ４年度

単位 想定 2 2 2 2 2

1,381 ▲ 599

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

2 2

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1

３年度 ４年度

実績 1 1 1

②

96 事務的経費抑制による減

交流事業
数

▲ 194

単位 1

その他都市交流事業

歴代東アジア文化都市とのネットワーク強化に向けた交流を実施します。

細事業事業量

1

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 創造界隈拠点による中国、韓国との文化交流を実施します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,980

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託の拡
大が可能

・事務改善
が可能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

事業

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

交流事業
数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
効率性・経済性

負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

横浜ならではの文化プログラムの推進に向けて、文化プログラム推進課の円滑な事務運営を図ります。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

横浜ならではの文化プログラムの推進に向けて、文化プログラム推進課の円滑な事務運営を図ります。

事務的経費抑制による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

事務費

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 文化プログラム推進事業

所管区局・課 文化振興 会計 4 1 3

政策・施策 政策番号 30 施策番号 2 評価書番号 4

事業概要

ー ー ー ー ー

ー 実績 ー

単位 想定 ー ー

ー

ー

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

2,096 571 ▲ 1,525

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

ー ー

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 2,096 571 ▲ 1,525

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

新型コロナウイルス感染症からの回復期を見据えつつ、時宜をとらえた効果的なセールスやプロモーションを実施し
ます。国内向けには教育旅行の誘致による宿泊促進やフィルムツーリズムの推進による回遊促進を図ります。海外向
けには観光レップによる情報収集やネットワーキング、また、訪日市場の回復状況に応じた情報発信や現地商談会、
OTAを活用したプロモーション等を実施し、将来的な市内への誘客につなげます。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

・教育旅行の誘致（教育旅行助成金・セールスの実施）
・フィルムツーリズムの推進（映像作品を活用した誘客プロモーションの実施）

教育旅行の助成件数、セールス手法
の見直しによる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

国内誘客

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 国内外からの誘客事業

所管区局・課 観光振興 会計 4 1 4

政策・施策 政策番号 22 施策番号 3 評価書番号 1

事業概要

140 140 140 140 140

件 実績 145

単位 想定 140 140

139

教育旅
行セー
ルス件
数

４年度 増減説明

決算

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

22,281 16,077 ▲ 6,204

・該当なし
・目標を概
ね達成

10 131

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

83,206 55,143 ▲ 28,063

にぎわい
スポーツ文化局

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算



箇所
事業中止

75

・委託不可

83

400 400 400 140

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 58,537

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担は適
切である

年度

実績

想定

元年度 ２年度

126 事業中止

７年度５年度

令和５年２月までプログム実施を見
送っていいたため

６年度

478

クルーズ旅客等の市内回遊促進

３年度 ４年度

単位 想定 50 126 126 100 100

559 ▲ 1,829

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標を上
回った

100 100

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

650

３年度 ４年度

実績 646 348 390

②

38,507
新型コロナウイルス感染症の影響に
よる事業縮小による減

セール
ス件数

▲ 20,030

単位 650

海外誘客

新型コロナウイルス感染症により甚大な影響を受けた訪日観光市場の回復状況を見ながら、
「観光レップ」による情報発信・市場把握・旅行会社へのセールス、市場の回復に応じた現地
商談会への参加、OTAを活用したプロモーション等の実施

細事業事業量

400

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 クルーズ旅客等の市内回遊促進プログラムの実施

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 2,388

・なし ・該当なし
・目標を下
回った

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

回

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

加盟店
舗数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

　公式観光ウェブサイト「横浜観光情報」(（公財）横浜観光コンベンション・ビューロー（ＹＣＶＢ）が企画・運
営）やＳＮＳ等を活用して、国内外に向けて横浜の観光・ＭＩＣＥに関する情報を発信します。
　また、ＹＣＶＢのマーケティング機能強化を進め、各事業においてデータを活用した戦略的な取組を展開すること
で、官民一体となった観光・ＭＩＣＥ施策を推進します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

利便性向上のため、公式観光ウェブサイト「横浜観光情報」を改修し、ＳＮＳ（Facebookや
Twitterなど）とともに活用して、国内外に向けた情報発信を行います。さらに、動画をはじめ
としたウェブコンテンツとＡＩによる観光問い合わせ機能などの充実により、横浜への来訪意
欲を高め、国内外からの誘客に繋げます。

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ改修等による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

インターネット等を活用した情報発信

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 観光・ＭＩＣＥ情報発信事業

所管区局・課 観光振興 会計 4 1 4

政策・施策 政策番号 22 施策番号 3 評価書番号 2

事業概要

13 13 13 13 13

件 実績 13

単位 想定 13 13

20

公式観光
ウェブサ
イト「横
浜観光情
報」ペー
ジ制作件
数（委
託）

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

45,313 46,339 1,026

・該当なし
・目標を上
回った

13 13

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

83,678 77,941 ▲ 5,737

にぎわい
スポーツ文化局

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算



・委託不可

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 7,465

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

想定

元年度 ２年度 ７年度５年度

データ分析トレーニングの終了による減

６年度

観光・ＭＩＣＥマーケティング事業

３年度 ４年度

単位 想定

20,537 ▲ 10,363

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

３年度 ４年度

実績

②

11,065 3,600

単位

公式観光ウェブサイト「横浜観光情報」システム管理

ウェブサイトシステムのサーバー管理を行います。

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
①人流、②満足度・推奨度、③他都市動態、④来訪意欲の各データの収集及び分析、及びス
テークホルダーへのマーケティングデータの共有。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 30,900

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託不可
・財源確保
が可能

・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

市内３か所の観光案内所の運営や観光マップの制作、歩行者案内地図の更新、ユニバーサルツーリズムの推進等を通
じ、全ての観光客が快適に滞在できる受入環境の整備を推進します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

市内３か所の観光案内所の運営、民間観光案内所への支援及び羽田空港６県市観光情報セン
ター運営を行います。

営業時間短縮による減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

観光案内所運営

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 受入環境整備事業

所管区局・課 観光振興 会計 4 1 4

政策・施策 政策番号 22 施策番号 2 評価書番号 3

事業概要

120,000 156,000 277,000 400,000 400,000

件 実績 414,744

単位 想定 - -

221,203

取扱実
績（３
案内
所）

４年度 増減説明

決算

・委託不可
・事務改善
が可能

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

37,713 33,694 ▲ 4,019

・該当なし
・目標を上
回った

122,122 168,434

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 50,281 41,867 ▲ 8,414

にぎわい
スポーツ文化局



基 142

・委託不可

145

155,000 110,000 270,000 310,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 4,233

・該当なし
・負担は適
切である

年度

実績

想定

元年度 ２年度

120 134

７年度５年度 ６年度

16,500

山下・関内地区歩行者案内地図更新

３年度 ４年度

単位 想定 120 134 142 142 142

1,591 ▲ 58

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標を下
回った

142 142

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

310,000

３年度 ４年度

実績 155,000 110,000 270,000

②

2,478 印刷部数の減

マップ
作

成部数

▲ 1,755

単位 310,000

観光資料制作

横浜の公式ガイドマップであるビジターズガイド（５か国語）を作成し、来訪者に提供しま
す。

細事業事業量

310,000

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 都心臨海部（山下・関内地区）の歩行者案内地図の更新を行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,649

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

部

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

地図設
置数

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



細事業事業量

想定

④

事
業
計
画

細事業名称 ユニバーサルツーリズム

細事業概要 市内観光施設のバリアフリー対応状況の把握・情報発信、市内事業者への研修の実施

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

6,685 4,105 ▲ 2,580 諸経費の執行残

・委託不可 ・該当なし

回

年度 元年度 ２年度

分析
結果

2 2

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

1

1 1 2

1

決算

７年度

単位 2

客観的指標に
基づく分析

・規則・方
針

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

・負担は適
切である

・増える

研修実
施回数

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 1 1

指標

1



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 81,592 68,899 ▲ 12,693

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

- 4

４年度 増減説明

決算

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・維持
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

26,253 36,200 9,947

・民間と競
合

・目標を概
ね達成

4 5 - - -

件 実績 -

単位 想定 - -

5

コンテ
ンツ造
成数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 観光資源魅力アップ事業

所管区局・課 観光振興 会計 4 1 4

政策・施策 政策番号 22 施策番号 2 評価書番号 4

事業概要

観光地としての魅力向上に向けて、富裕層とリピーター獲得に向けたニーズ分析と資源開発を行い、高付加価値の観
光につながる市内観光資源の充実・開発に取り組みます。
また、社会的需要やトレンドに基づいて、回遊性や消費促進につながるコンテンツを造成し、将来のブランディング
につなげます。既存コンテンツについては、さらなる磨き上げを行い、回遊や消費を促すことを目的とした集客コン
テンツを展開します。
さらに、イベントと連携した市内周遊企画等により滞在時間の延長につなげ、市内宿泊を促進します。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

既存の観光資源を活用し、富裕層及びリピーターの獲得に向けたニーズ分析とコンテンツを開
発。開発にあたっては顧客ニーズ調査、モニタリングなどを実施。

事業組み換えによる増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

富裕層とリピーター獲得に向けたニーズ分析と資源開発

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

イベン
ト連携
数

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
コンサートなどの市内で開催されるイベントへの来訪者を対象に、市内を周遊する企画等の取
組を観光施設などの事業者と連携して実施。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 23,149

・規則・方
針

・民間と競
合

・目標を概
ね達成

・委託不可

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

集客数

▲ 3,491

単位 -

回遊性向上、消費促進につながる着地型コンテンツの造成

・社会的需要やトレンドに基づいて、SDGｓやビジネス旅行等を切り口に回遊性や消費促進につ
ながるコンテンツを造成。
・令和３年度に開発した電子チケットシステムを基盤に、回遊や消費を促すことを目的とした
集客コンテンツを展開。

細事業事業量

-

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・維持

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

28,699 事業組み換えによる減

- -

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

-

３年度 ４年度

実績 - - 591

②

２年度

5 0

７年度５年度

一部事業終了による減

６年度

933

イベントと連携した宿泊促進

３年度 ４年度

単位 想定 5 4 2 5 -

4,000 ▲ 19,149

分析
結果

・維持
・規則・方
針

・民間と競
合

・目標を下
回った

・民間のノ
ウハウや人
材等の活用
が可能

・負担は適
切である

年度

実績

元年度

想定 - - 2,000 5,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 32,190

・委託不可

66件



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

10棟の重要文化財を含む17棟の歴史的価値のある建造物や、国の名勝指定を受けた広大な日本庭園を有する三溪園
を、良好な状態で維持保全し、将来の世代へ確実に継承するとともに、本市の貴重な和の観光資源として活用してい
くため、建造物等の保存修理に対し支援するとともに、施設を所有管理する（公財）三溪園保勝会の経営機能強化を
図ります。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

重要文化財建造物（旧東慶寺仏殿）の大規模修繕及び耐震対策工事、国指定名勝の庭園の整備
（植栽整備、大池護岸改修、外苑橋修景整備等）に対し、支援します。

工事内容の違いによる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

庭園建造物保存修理支援事業（国庫補助事業）

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 三溪園施設整備等支援事業

所管区局・課 観光振興 会計 4 1 4

政策・施策 政策番号 22 施策番号 2 評価書番号 5

事業概要

実績

単位 想定

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・財源確保
が可能

・増える
・法律・政
令

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

57,845 46,431 ▲ 11,414

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 209,663 299,823 90,160

にぎわい
スポーツ文化局



・委託の拡
大不可

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 27,000

・財源確保
が可能

・負担は適
切である

年度

実績

想定

元年度 ２年度 ７年度５年度

観光需要の回復を見据えた、良好な
受入環境整備のための補正による増

６年度

建造物・庭園小破修繕支援事業

３年度 ４年度

単位 想定

64,842 25,842

分析
結果

・増える ・条例 ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

３年度 ４年度

実績

②

29,829
観光需要の回復を見据えた、良好な
受入環境整備のための補正による増

2,829

単位

文化財等整備保全事業

鶴翔閣の空調整備工事・屋根修理工事、三溪記念館の空調整備工事等、建造物・設備の修繕の
実施に対し支援します。

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
建造物や設備、庭園の維持管理や突発的な修繕対応、防蟻対策や害獣捕獲等の実施に対し、支
援します。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 39,000

・条例 ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・財源確保
が可能

・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



⑤

事
業
計
画

細事業名称 観光ＭＩＣＥ機能強化等事業

施設を維持管理する保勝会の経営改革・機能強化を図るため、保勝会に対する経営アドバイザ
リー業務委託を実施します。４年度は、令和２年度に策定した保勝会の経営戦略の実行支援を
引き続き行います。また、観光施設としての活用の制約となっている用途制限の緩和に向けた
委託調査を実施します。

想定

細事業事業量

想定

事
業
実
績

細事業費
（千円） 50,598 56,978 6,380 経営アドバイザリー業務委託の減

細事業事業量 年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度

単位

増減説明

決算

年度 ３年度 ４年度

実績

④

事
業
計
画

細事業名称 来園者支援事業

細事業概要

駐車場や園内トイレの管理運営、防犯・防災のための警備委託、季節催事の企画運営等に対
し、支援します。受付棟の老朽化に対応し、バス待合スペース整備等の受入環境向上を図るた
め、正門周辺の再整備を検討しており、計画予定地に存在する国有地等の土地所有関係の整理
に向けた測量の実施等に対し、引き続き支援します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

35,220 94,312 59,092

・観光需要の回復を見据えた、良好
な受入環境整備のための補正による
増
・光熱水費を文化財等整備保全事業
から移管したことによる増

・委託の拡
大不可

・財源確保
が可能

年度 元年度 ２年度

分析
結果

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

決算

７年度

単位

客観的指標に
基づく分析

差引（増減）

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・負担は適
切である

・増える

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績

客観的指標に
基づく分析

細事業概要

指標

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

指標

分析
結果

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし
・負担は適
切である

・増える
・規則・方
針



分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・財源確保
が可能

単位 想定

実績

⑥

事
業
計
画

細事業名称 三溪園負担金

細事業概要
令和４年度における新型コロナウイルス感染拡大、世界情勢の悪化の影響等に端を発した各種
物価の高騰に対する支援について、物価高騰の影響のうち、光熱水費について支援します。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0 7,431 7,431 支援対象範囲拡大による増

細事業事業量 年度 元年度

指標 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

・負担は適
切である

(1)実施主体 (2)実施手法

５年度 ６年度 ７年度２年度 ３年度 ４年度

市民ニーズ

客観的指標に
基づく分析



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

本市の観光振興を図るため、公民連携により民間企業の経営ノウハウを活用しながら、所管施設（横浜人形の家、横
浜マリンタワー等）の維持管理・運営を行います。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

本市の観光振興を図るため、公民連携により民間企業の経営ノウハウを活用しながら、所管施
設（横浜人形の家、横浜マリンタワー等）の維持管理・運営を行います。

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

観光施設維持管理事業

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 観光施設維持管理事業

所管区局・課 観光振興 会計 4 1 4

政策・施策 政策番号 22 施策番号 2 評価書番号 6

事業概要

実績

単位 想定

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・増える ・条例

・負担は適
切である

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

109,414 107,441 ▲ 1,973

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託の拡
大不可

・該当なし

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 109,414 107,441 ▲ 1,973

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 1,768 1,503 ▲ 265

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

88 71

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

1,768 1,503 ▲ 265

・該当なし
・目標を上
回った

88 90 90 90 90

回 実績 64

単位 想定 65 88

111

SNS
情報発
信回数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 ヨコハマ・グッズ「横濱００１」育成支援事業

所管区局・課 観光振興 会計 4 1 4

政策・施策 政策番号 22 施策番号 1 評価書番号 7

事業概要

ヨコハマ・グッズ「横濱001」は、２年に一度の審査会によって認定される、横浜らしい良質なおみやげ品等の横浜の
地域ブランドです。当該ブランドの管理・運営は、一般社団法人 YOKOHAMA GOODS 001が行っており、当該法人は、ブ
ランドを育成し認定商品の販売促進等を行うことで、観光消費額アップへの一助を担っています。本市は、当該ブラ
ンドのプロモーション活動等、販売促進につながる事業に対して支援を行います。

細事業の分析

①

・負担は適
切である

当該ブランドのプロモーション活動等、販売促進につながる事業に対して支援を行います。

事業内容見直しによる減

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

横濱001育成支援事業補助金

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



様式３

課 款 項 目

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

 国内外からの来訪者の実態を把握し、観光施策立案の基礎データとして活用するため、観光動態消費動向調査を実施
します。
 また、様々なステークホルダーと課題やビジョンを共有し、官民が一体となって取り組んでいくため、本市が目指す
観光・ＭＩＣＥの姿や方向性を示す「横浜市観光ＭＩＣＥ戦略」の策定に取り組みます。
 さらに、観光・ＭＩＣＥ施策を確実に経済活性化につなげるための観光推進体制づくりを進めます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

国内外からの来訪者の人数や属性、消費行動について調査し、観光消費額の推計や得られた
データの分析を行います。

調査項目の追加による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

観光動態消費動向調査

５年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 観光振興事業

所管区局・課 観光振興 会計 4 1 4

政策・施策 政策番号 22 施策番号 1 評価書番号 8

事業概要

実績

単位 想定

６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・なし

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

29,997 31,988 1,991

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 45,112 49,164 4,052

にぎわい
スポーツ文化局



・委託不可

想定

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 14,085

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

元年度 ２年度 ７年度５年度 ６年度

事務費

３年度 ４年度

単位 想定

1,337 307

分析
結果

・維持 ・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

３年度 ４年度

実績

②

15,839 一部新規による増1,754

単位

観光ＭＩＣＥ戦略・推進体制検討事業

 令和３年度までの検討内容をもとに、「横浜市観光ＭＩＣＥ戦略」の策定に取り組みます。
 また、観光地域づくり法人（ＤＭＯ）を中心とした観光推進体制の枠組みや機能等について検
討を進めます。

細事業事業量 年度 元年度 ２年度

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
文化観光局観光振興課における事業を円滑に進めるため、事業の事務にかかる経費を計上しま
す。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,030

・なし ・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 135,973 494,189 358,216

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

- 24,404

４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし・減る
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

62,075 321,760 259,685

・国事業と
類似・重複

・目標を概
ね達成

20,000 80,000 - - -

人泊 実績 -

単位 想定 - -

54,989

販売宿
泊

人泊数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 市内観光復興支援事業

所管区局・課 観光振興 会計 4 1 4

政策・施策 政策番号 22 施策番号 1 評価書番号 9

事業概要

  コロナ禍で影響を受けた観光事業者を支援するために、平日や閑散期を中心とした宿泊クーポンや、体験予約時に
利用できるアクティビティクーポン等を活用した観光キャンペーンにより、横浜への旅行需要を喚起します。さらに
観光需要の平準化やコンテンツの磨き上げにつなげます。
　あわせて、コロナ禍の影響で文化芸術関連の公演・展示等への客足が伸び悩んでいる状況を改善するため、市内文
化芸術関連イベントのチケット料金の一部をクーポン等により助成し、来場を促進します。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

・市内ホテル等への宿泊予約時に利用できる割引クーポンを展開
・販促プロモーションの実施

事業拡充による増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

宿泊クーポンによる宿泊需要の喚起

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

人

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
・国内メディアへのアプローチ等による事業プロモーション
・コンテンツ、プラン造成

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 0

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・委託不可 ・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

販売人
数

86,007

単位 -

文化芸術・アクティビティクーポン等による来訪促進

・アクティビティコンテンツへのクーポン付与
・着地型ツアー造成・割引販売

細事業事業量

-

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・減る

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

159,905 事業拡充による増

- -

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

-

３年度 ４年度

実績 - - 8,729

②

２年度

- -

７年度５年度

新規事業による増

６年度

43,484

プロモーション及びコンテンツ造成等

３年度 ４年度

単位 想定 - - - - -

12,524 12,524

分析
結果

・減る
・規則・方
針

・国事業と
類似・重複

・目標を上
回った

・該当なし
・求めるべ
きではない

年度

実績

元年度

想定 - - 12,000 20,000

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 73,898

・委託不可

--



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 709,866 812,017 102,151

一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

歳出予算科目

127 216

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし・増える
・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

649,530 653,349 3,819

・該当なし
・目標を概
ね達成

230 20 20 20 20

件 実績 62

単位 想定 62 127

244

ＭＩＣ
Ｅ開催
支援件
数

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 MＩＣＥ誘致・開催支援事業

所管区局・課 MＩＣＥ振興 会計 4 1 4

政策・施策 政策番号 22 施策番号 4 評価書番号 10

事業概要

ＭＩＣＥの誘致・開催支援等の各種施策を推進することで、グローバルＭＩＣＥ都市としての競争力強化と魅力向上
を図ります。

細事業の分析

①

・求めてい
ない

経済波及効果の高い中大型の国際会議や医学会議に加えＩｏＴやライフイノベーションなどの
成長分野の会議や、インセンティブ旅行等の誘致を進めます。また、新しい生活様式に対応し
たＭＩＣＥ主催者への開催支援や、ＭＩＣＥ関連産業の育成等の受入環境整備を行います。

臨時交付金事業拡充に伴う増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

ＭＩＣＥ誘致・開催支援・受入環境整備

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局



６年度 ７年度

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度

件

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

ステン
ドグラ
ス管理
委託

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要
パシフィコ横浜国立大ホールのステンドグラス管理運営及び、みなとみらい公共駐車場の財務
状況モニタリングを行います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,001

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託の拡
大不可

・該当なし
・求めるべ
きではない

客観的指標に
基づく分析

イベン
ト支援
件数

98,483

単位 11

ＭＩＣＥ・観光集客等イベント支援

横浜の歴史と魅力を活かした大規模集客イベント等の支援等を行うとともに、各イベントにお
ける感染症対策を支援します。

細事業事業量

11

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・増える

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

157,700 イベント開催数に伴う増

実施 実施

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

11

３年度 ４年度

実績 11 2 3

②

２年度

実施 実施

７年度５年度

事業見直しに伴う減

６年度

9

ＭＩＣＥ施設管理運営

３年度 ４年度

単位 想定 実施 実施 実施 実施 実施

968 ▲ 33

分析
結果

・増える
・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・財源確保
が可能

・負担割合
の工夫が可
能

年度

実績

元年度

想定 11 11 11 11

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 59,217

・委託不可

実施実施



実施

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 実施 実施

実施 実施 実施

実施

決算

７年度

単位 実施

客観的指標に
基づく分析

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・求めるべ
きではない

・維持

情報収
集等誘
致活動

実施 実施

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

実施

④

事
業
計
画

細事業名称 政府系国際会議等誘致・開催支援

細事業概要
通年：国際会議関係者への調査実施等により、次期政府系大型国際会議の誘致に向けた情報収
集を行います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

116 0 ▲ 116 効率的な事務執行に伴う減

・委託不可 ・該当なし

期間

年度 元年度 ２年度

分析
結果

細事業事業量

想定



様式３

課 款 項 目
にぎわい

スポーツ文化局

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

新たなＭＩＣＥ施設である横浜みなとみらい国際コンベンションセンターについて、ＰＦＩ事業により維持管理及び
運営を行います。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

ＰＦＩ事業者の財務状況モニタリング等を実施します。

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

事
業
計
画

事
業
実
績

財務モニタリング

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 20街区MICE施設整備運営事業

所管区局・課 ＭＩＣＥ振興 会計 4 1 4

政策・施策 政策番号 22 施策番号 4 評価書番号 11

事業概要

実施 実施 実施 実施 実施

実績 実施

単位 想定 実施 実施

実施

財務モ
ニタリ
ングの
実施

４年度 増減説明

決算

・委託の拡
大不可

・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

0 0 0

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

実施 実施

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 3,647,103 3,397,310 ▲ 249,793



千円 147,473

・委託の拡
大不可

147,681

767,830 1,586,217 1,689,630 1,689,630

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 1,689,630

・該当なし
・負担は適
切である

年度

実績

元年度

想定

２年度

－ 147,473

７年度５年度

物価上昇に伴う契約変更実施

６年度

1,689,630

ＭＩＣＥ施設維持管理

３年度 ４年度

単位 想定 － 147,473 147,473 147,473 147,681

147,681 208

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

147,681 192,118

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要

事
業
実
績

細事業費
（千円）

1,689,630

３年度 ４年度

実績 767,830 1,586,217 1,689,630

②

1,689,630

サービ
ス対価
Ａ支払

0

単位 1,689,630

ＭＩＣＥ施設整備

ＰＦＩ事業者へ事業契約に基づき、施設整備費を分割して支払います。

細事業事業量

1,689,630

年度 元年度 ２年度

分析
結果

・測ること
はなじまな
い

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

③

事
業
計
画

細事業名称

細事業概要 ＰＦＩ事業者へ事業契約に基づき、施設維持管理費を支払います。

年度 ３年度 ４年度 差引（増減） 増減説明

決算 147,473

・規則・方
針

・該当なし
・目標を概
ね達成

・委託の拡
大不可

・該当なし
・負担は適
切である

客観的指標に
基づく分析

千円

事
業
実
績

細事業費
（千円）

細事業事業量

サービ
ス対価
Ｂ支払

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

客観的指標に
基づく分析

５年度 ６年度 ７年度



細事業事業量

想定

④

事
業
計
画

細事業名称 ＭＩＣＥ施設用地取得

細事業概要 用地取得費を埋立事業会計に分割で10年以内に支払います。

事
業
実
績

細事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

1,810,000 1,560,000 ▲ 250,000 流用による繰上払い可能額の減による減

・委託不可 ・該当なし

千円

年度 元年度 ２年度

分析
結果

1,460,000 1,460,000

５年度 ６年度

増減説明

３年度 ４年度

1,460,000

1,460,000 1,460,000 1,460,000

1,560,000

決算

７年度

単位 1,460,000

客観的指標に
基づく分析

・規則・方
針

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

・求めるべ
きではない

・測ること
はなじまな
い

用地
取得費
支払

市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績

効率性・経済性
負担の
公平性

(1)実施主体 (2)実施手法

実績 1,660,000 1,810,000

指標

1,460,000



様式３

課 款 項 目

事業決算額

事業費
（千円）

年度 ３年度 ４年度 差引（増減）

決算 54,708 58,016 3,308

歳出予算科目 一般

客観的指標に
基づく分析

指標 市民ニーズ 実施根拠 妥当性 事業実績
負担の
公平性

効率性・経済性

分析
結果

事
業
計
画

事
業
実
績

減債基金積立金

５年度 ６年度 ７年度

年度 ３年度 ４年度 増減説明

決算

・委託不可 ・該当なし
・測ること
はなじまな
い

・条例

差引（増減）

(1)実施主体 (2)実施手法

54,708 58,016 3,308

・該当なし
・目標設定
になじまな
い

実績

単位 想定

令和５年度 事業評価書

令和４年度事業名 減債基金積立金

所管区局・課 ＭＩＣＥ振興 会計 4 1 4

政策・施策 政策番号 22 施策番号 4 評価書番号 12

事業概要

　株式会社横浜国際平和会議場への貸付から生じる利子償還額を減債基金に積み立てます。

細事業の分析

①

・求めるべ
きではない

　株式会社横浜国際平和会議場への貸付から生じる利子償還額を減債基金に積み立てます。

利子計算対象日数の増

年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度

細事業名称

細事業概要

細事業費
（千円）

細事業事業量

にぎわい
スポーツ文化局




